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　4月の大阪春季大会ロードの部の結果、本校は２年生４名の出場権を獲得し、１年生

部員２名を含めた６名で近畿大会にエントリーしました。

　近畿大会はインターハイ予選を兼ねており、インターハイロードの近畿ブロック出場

枠２１名の座をかけて１１５名の選手が、１０時に宇陀市農村環境改善センター「農林

会館」前をスタートしました。昨年は、コロナ禍の影響で無観客試合としましたが、今

年は天候にも恵まれ沿道では多くの保護者、一般の観客の方にレースを観戦していただ

きました。

　本校は、岩本が欠場し、５名でのスタートとなりました。スタートして１周回目の残

り１ｋｍ地点で、他の選手と軽く接触した三浦が運悪くチェーン外れをおこし修理する

間に集団から大きく後れ、１周目で関門アウトとなりました。

　レースは集団が最初からハイスピードで動き、弱い選手を振り落としにかかる展開と

なりました。このハイスピードに中野がついて行けず集団から遅れ５周回で関門アウト

　残りの３名は、ハイペースの集団から遅れずに余裕をもって走れているので、８位以

内の入賞も視野に入ってきた、残り４周のスタートフィニッシュ地点で集団落車が発生

し、橋本・渡辺が巻きこまれて共に落車。塚本は何とか落車を免れるも集団から遅れ

た。しかし、塚本は諦めることなく一人で集団を追い、残り２周回で集団に追いつい

た。渡辺も落車後すぐにレースに復帰し集団を追いかけるが、落車の影響で変速が十分

にできずに苦しい走りを強いられる。橋本は落車からの復帰に手間取り残念ながら関門

アウトとなった。

　最終回、集団から逃げているには５名で塚本を含む集団はゴールスプリントに備える

展開。何とか集団に復帰した塚本もインターハイの出場枠狙いに切り替えて残り１ｋ

ｍ。集団のスピードがさらに上がり１５名のゴールスプリント。塚本は集団の５位全体

の１０位でフィニッシュし、近畿枠でのインターハイ出場権を獲得。渡辺は擦過傷を負

いながら２７位で完走したが残念ながらインターハイの出場はかなわずでした。

　落車による影響を受けながらも、１０位と２７位でフィニッシュした本校は学校対抗

ロードの部団体で６位入賞となりました。

自転車競技部　近畿高体連主催　近畿大会ロードの部

インターハイ予選　結果報告

会場：奈良県宇陀市特設ロードコース

１年生　三浦・岩本

２年生　橋本・塚本・中野・渡辺
1周 6.7km×12周＝80.4km



 先頭が塚本


